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平成 29年度水質検査計画 

 

 いわき市水道局が供給している水道水の安全性を確保するため、水道法施行

規則第 15 条第６項に基づいて、平成 29 年度水質検査計画を次のとおり定めま

す。 

 

１ 水道事業の概要 

 ⑴ 沿革 

   本市は昭和 41 年 10 月１日の市町村合併により、大正６年３月に創設さ

れた平水道を含む上水道９事業、簡易水道 19 事業の計 28 事業を、旧市町

村（５市４町５村）から引き継ぎました。 

当時の総配水能力は 93,546 ㎥／日及び給水人口は 242,590 人でしたが、

昭和 44 年２月に施設統合認可を得るまでは、それぞれ独立した事業として

運営してきました。 

現在は、浄水場の拡張又は小規模浄水場の廃止統合などにより、上水道１

事業、また川前、田人及び遠野の簡易水道３事業について、効率的な運営を

図っています。 

 

 ⑵ 給水状況 

本市における給水状況は、次のとおりです。 

 

給水状況（平成 28 年 3 月末現在） 

区  分 内  容 

行政区域内人口 ３４７，５５２ 人 

給水人口 ３３８，５６９ 人 

普及率 ９７．４ ％ 

給水戸数 １３７，８８１ 戸 

年間配水量 ４４，６７２，６０６ ㎥ 

１日平均配水量 １２２，０５６ ㎥ 

 

 ⑶ 浄水施設の概要 

   現在、平浄水場のほか 11 ヶ所の浄水場で給水しています。 

浄水施設の概要については、資料１のとおりです 

 

資料１ 浄水施設の概要 

 

Ⅳ-2



 

 

 

２ 水質管理上の留意事項 

本市の浄水場は、河川表流水、地下水又は湧水を水源としており、それぞれ

の水源の状況と留意すべき水質項目は資料２のとおりです。 

水道水の水質は、水道法に規定する水質基準及び水質管理目標に基づいて供

給することとします。 

 

資料２ 水源の状況と留意すべき水質項目 

 

 

３ 水質検査項目等 

 ⑴ 毎日検査 

  ア 検査項目 

検査項目及び基準 

項  目 基 準 

色 目視で色がないこと 

濁り 目視でにごりや異物の混入がないこと 

遊離残留塩素濃度 0.1mg/L 以上であること 

臭気 異常がないこと 

味 異常がないこと 

 

  イ 採水の場所 

検査場所は、配水系統別の計 48 箇所の給水栓とします。 

毎日検査地点は資料３のとおりです。 

     資料３ 毎日検査地点 

  ウ 検査の回数 

水道法施行規則第 15 条第１項により、検査は毎日とし、1日に１回とし

ます。 

  エ 検査実施者 

    毎日の検査は、遊離残留塩素濃度等の管理を浄水場の運転管理と一体

的に行うために、浄水場運転管理委託者が行います。北部地区 23 箇所を

水 ing㈱、南部地区 25 箇所をテスコ㈱とします。 

 

 ⑵ 定期の水質検査 

  ア 検査項目 

検査項目は、水質基準項目 51 項目、水質管理目標設定項目 24 項目、感

染症対策、ダイオキシン類又はその他の項目 16 項目及び放射性物質３項

目とします。 
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  イ 採水の場所 

採水の場所は、河川表流水を水源とする基幹浄水場の４箇所はそれぞれ、

河川水とダムの原水、浄水場出口の配水、末端給水及び混合給水の計４～

５箇所とし、他の８浄水場は浄水場別に原水と末端給水２箇所として、合

計、給水栓 18 箇所、配水 4箇所及び原水とダム 15 箇所とします。 

なお、定期検査地点は、資料４のとおりです。 

資料４ 定期検査地点 

 

  ウ 検査の回数 

   (ｱ) 水質基準項目 

① 水質基準項目は水道法に規定されている51項目の検査を行います。 

    ② 検査頻度は、水質基準項目で概ね月１回以上検査を行うこととさ

れている９項目は月１回行います。 

    ③ 揮発性有機化合物については年４回とし、そのうち河川を水源と

する浄水場の末端給水栓のトリハロメタンは年 12 回行います。 

    ④ 金属類については年４回行います。 

    ⑤ 臭気物質であるジェオスミンと２－メチルイソボルネオールにつ

いては、６月から９月の発生しやすい時期に月１回行います。四時

ダム湖水の水質の状況に応じて追加検査を行います。 

    ⑥ その他の基準項目については年４回行います。 

なお、各項目の検査頻度と各項目の概要は、資料５のとおりです。 

 

資料５ 水質基準項目の検査頻度と概要 

 

   (ｲ) 管理目標設定項目 

水道水の安全性を確保するため、水道水質管理上留意すべき項目と

して 26 項目ありますが、消毒剤として二酸化塩素を使用している場合

に関係する 2項目を除いた 24 項目について検査を行います。 

     また、農薬類については、法令で示された 119 項目のうち標準検査

方法が示されている 110 項目について、６月及び９月の散布時期にあ

わせて検査を行います。 

なお、検査頻度と各項目の概要は資料６のとおりです。 

 

資料６ 水質管理目標設定項目の検査頻度と概要 

 

   (ｳ) 感染症対策 

① 水道水の感染症対策のため、「水道におけるクリプトスポリジウム

等対策指針」に基づくクリプトスポリジウム及びジアルジア検査を
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行います。 

② クリプトスポリジウム及びジアルジア検査について、全ての浄水

場の原水で年２回検査を行います。 

③ 原水でクリプトスポリジウム等が検出された場合は、「水道におけ

るクリプトスポリジウム等対策指針」に基づき配水等の検査を行い

ます。 

④ クリプトスポリジウムの指標菌である大腸菌及び嫌気性芽胞菌 

検査は、同様にリスクレベルにより、ろ過設備がない浄水場４箇所

の原水の検査を月１回行います。 

なお、クリプトスポリジウム等のリスクレベルは資料７のとおり

です。 

 

資料７ クリプトスポリジウム等のリスクレベル 

 

   (ｴ) ダイオキシン類 

河川表流水を水源とする４基幹浄水場の原水及び浄水場出口の配水、

地下水を水源とする法田第二ポンプ場出口の配水、また、夏井川上流

に位置する市外の一般廃棄物最終処分場を監視するための河川水、河

川底質、処分場排出水について監視するため、原水４箇所、配水５箇

所、河川水１箇所、河川底質１箇所及び最終処分場排出水１箇所の合

計 12 箇所の検査を行います。 

 

   (ｵ) その他 

ＢＯＤなど水源の状況を把握するための項目やアルカリ度など浄水

処理の維持管理に必要な項目計 13 項目について検査を行います。 

 

なお、(ｳ)～(ｵ)の検査頻度と各項目の概要は資料８のとおりです。 

 

資料８ 感染症対策、ダイオキシン類、その他検査の検査頻度とその概要 

 

   (ｶ) 放射性物質 

① 福島県飲料水の放射性物質モニタリング検査実施計画に基づいて、 

水道水中の放射性物質のモニタリングは、平浄水場、上野原浄水場、

泉浄水場、山玉浄水場、法田第二ポンプ場、川前浄水場、入遠野浄

水場、鷹ノ巣浄水場及び根岸浄水場の配水（浄水場出口）の検査を

週３回行います。 

② 同一敷地内に法田第二ポンプ場がある法田第一ポンプ場、泉浄水

場と同一水源の上遠野浄水場及び深井戸で河川表流水の影響を受け

ない旅人浄水場の配水（浄水場出口）の検査を週１回行います。 
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③ 検査日は、月、水及び金曜日の公表を基本として行います。 

④ また、定期検査で実施している原水、配水及び給水栓の状況を把

握するため、全地点の原水、配水及び給水栓の検査を月１回行いま

す。 

⑤ この他、水道の蛇口から毎日一定量の水道水を３ヶ月間採取し、

水分を蒸発させて濃縮した水道水を測定し、通常のモニタリングで

は検出できない微量の放射性物質を測定します。検査は、市内代表

地点として平浄水場及び山玉浄水場について、年４回行います。 

      なお、放射性物質の検査頻度は、資料９のとおりです。 

 

資料９ 放射性物質の検査頻度 

 

  エ 検査実施者 

    いわき市水道局 

ただし、ダイオキシン類については、国認定の特定計量証明事業者に委

託します。 

 

 ⑶ 原水の水質検査 

ア 検査項目 

    ⑵アと同じ 

なお、味及び消毒副生成物については、検査項目から除きます。 

イ 採水の場所 

    ⑵イのとおり 

ウ 検査の回数 

    ⑵ウのとおり 

エ 検査項目及び回数の理由 

水道水の検査項目毎の水質の変動又は異常を早期に発見する必要があ

ること、また水道水が水質基準等に適合していることを確認するために同

じ検査項目について水源を監視する必要があることから、原水については

水道水と同じ項目を同じ頻度で検査します。 

オ 検査実施者 

    いわき市水道局 

 

 ⑷ 臨時の水質検査 

    次のような場合は、水道水が水質基準に適合しないおそれがあると判

断されますので、臨時に水質検査を行います。 

ア 原水の水質が著しく悪化したとき 

イ 水源に異常があったとき 

ウ 水源付近、給水区域又は給水箇所の周辺で消化器系感染症が流行して 
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いるとき 

エ 浄水過程に異常があったとき 

オ 配水管の大規模な工事その他水道施設が著しく汚染されたおそれがあ

るとき 

カ その他特に必要があると認められるとき 

 

 ⑸ 水質検査を委託する項目 

  ア 委託する項目と頻度 

    ダイオキシン類 12 箇所、年１回 

  イ 試料の採取と運搬方法 

試料は、一般廃棄物最終処分場排出水１箇所は、採取と運搬をいわき市

水道局が行い、その他は採取と運搬を受託者が行うこととします。 

  ウ 臨時検査の取扱い 

    ダイオキシン類について臨時検査が必要な場合は、別途に検討して検

査を委託します。 

  エ 委託した検査の確認方法 

    検査結果については、その根拠となる書類（検量線、クロマトグラム、

濃度計算書等）を確認します。 

    また、精度管理の状況や検査地点ごとの過去の最大値や最小値と比較

するなどして確認します。 

 

４ 水質検査計画及び結果の公表 

  策定した水質検査計画に従い、水質検査を実施し、その結果をホームペー

ジに公表するとともに、水質管理の改善や次期水質検査計画に反映させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ その他水質検査の実施に際し配慮すべき事項 

 ⑴ 水質検査の結果の確認 

   水質検査結果は、検査の都度、水質検査の結果となる書類を確認し、基

水質検査計画の策定 

検査の実施 

検査の結果（評価） 

お
客
様
（
水
道
利
用
者
） 

見
直
し 

公表 

公表 

＜いわき市水道局＞ 

ご意見 
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準超過がないか確認します。 

 ⑵ 水質検査の見直し 

   水質検査計画は、毎年２月に見直しを行います。 

特に、年度内に得られた水質検査結果を踏まえて、次年度の検査項目及び

頻度について留意します。 

 ⑶ 水質検査の精度管理 

   精度管理について、外部は、福島県試験検査精度管理事業に参加し、年

１回行います。また、内部は、厚生労働省の妥当性評価ガイドラインに基

づいて妥当性評価を計画的に行います。なお、妥当性評価は５年間で 200

項目程度を行います。 

 ⑷ 関係者との連携 

   水質汚染事故などが発生した場合は、市外にあっては、河川上流の市町

村との連絡網により、市内にあっては環境部局等との連携により、現地調

査又は対策を講じ、被害の状況に応じて県相双保健所と厚生労働省に報告

します。 
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資料１　浄水施設の概要

所　在　地
(いわき市以降)

水　源 浄水処理方式
施設能力

(m3/日)

平浄水場 平下平窪字寺前５３ 夏井川表流水 急速ろ過方式 62,340

上野原浄水場 好間町上好間字上野原７３の２ 好間川表流水 急速ろ過方式 35,900

泉浄水場 泉町六丁目１０の１６ 鮫川表流水 急速ろ過方式 30,000

山玉浄水場 山玉町脇川２５ 四時川表流水 急速ろ過方式 45,000

法田第一ポンプ場 山田町西川原１３４の５ 地下水(浅井戸) 塩素消毒のみ 10,240

法田第二ポンプ場 山田町西川原１３４の５ 地下水(浅井戸) 塩素消毒のみ 20,000

川前浄水場 川前町川前字五林５０の５ 五林川表流水 緩速ろ過方式 210

旅人浄水場 田人町黒田字川崎77の２ 地下水(深井戸) 塩素消毒のみ 530

上遠野浄水場 遠野町滝字内城５５の１ 鮫川表流水 緩速ろ過方式 880

鷹ノ巣浄水場 遠野町深山田字小石平122 上遠野川表流水 緩速ろ過方式 180

根岸浄水場 遠野町滝字椿坊１５ 湧水 塩素消毒のみ 160

入遠野浄水場 遠野町入遠野字落合110の１ 入遠野川表流水 緩速ろ過方式 970

簡
 
易
 
水
 
道

施　設　名

上
　
水
　
道
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資料２　水源の状況と留意すべき水質項目

平浄水場 泉浄水場 法田第一ポンプ場

上野原浄水場 山玉浄水場 法田第二ポンプ場

川前浄水場 鷹ノ巣浄水場 旅人浄水場

上遠野浄水場 入遠野浄水場 根岸浄水場

交通事故等により 常に監視する必要があります。

地下水又は湧水

降雨等により濁度が上昇します。

油類等の汚染事故の発生があります。

藻類の増殖によりカビ臭くなることがあります。

水源の種類

施設名

上
水
道

簡
易
水
道

表流水

水源の汚染要因

留意すべき水質項目

トリハロメタン

水質は年間を通してあまり変動しませんが、

濁度

ジェオスミン・2-メチルイソボルネオール pH

濁度

クリプトスポリジウム・ジアルジア クリプトスポリジウム・ジアルジア

Ⅳ-10



　資料３　毎日検査地点

泉浄水場 

山玉浄水場 

大利P場 

久之浜浄水場 

川前浄水場 

入遠野浄水場 

上遠野浄水場 

旅人浄水場 

鷹ノ巣浄水場 

平浄水場 

配水池５０００m3クラス 

配水池３０００m3クラス 

配水池２０００m3クラス 

配水池１０００m3クラス 

配水池５００m3クラス 

配水池１００m3以下 

配水管（３００mm以上） 

配水管（３００mm以下） 

配水池系統別(水系

浄 水 施 設 

水 系 別 

深山田浄水場 

小川浄水場 

上野原浄水

川平浄水場 

法田Ｐ場 

いわき市水道局 

南部工事事務所 

1 

23 

22 21 

20 

19 

18 

17 

16 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

8 

6 

7 

5 

4 

3 
2 

25 

24 

21 

18 

17 

14 

13 

12 

10 

9 

15 

7,8 

19 

5 

11 

16 

4 

6 

1 

3 

2 

22 

23 

20 

番号 採　水　場　所 浄　水　場　名 水　系

1 平絹谷字四反田地内 平浄水場 北神谷配水池

2 平沼ノ内字諏訪原地内 平浄水場 南白土配水池

3 郷ヶ丘４丁目地内 平浄水場 獺沢配水池

4 平下高久字大和久地内 平浄水場 平配水池

5 平字童子町２の５ 平浄水場 平配水池

6 好間町今新田地内 上野原浄水場 上野原配水池

7 好間町大利地内 上野原浄水場 大利調整池

8 好間町大利地内 上野原浄水場 高野配水池

9 内郷綴町榎下地内 上野原浄水場 新鬼越メータ

10 小島町3丁目地内 上野原浄水場 鬼越メータ

11 内郷白水町川平地内 上野原浄水場 川平配水池

12 内郷高野町広町地内 上野原浄水場 先達ポンプ場

13 久之浜町末続字鍋田地内 平浄水場 金ヶ沢配水池

14 久之浜町田之網字浜川地内 平浄水場 久之浜配水池

15 久之浜町田之網字横内地内 平浄水場 平配水池

16 四倉町駒込字広畑地内 平浄水場 駒込第1水系減圧井

17 四倉町字西四丁目地内 平浄水場 栗木作配水池

18 小川町高萩字下川原地内 平浄水場 上平窪調整池

19 小川町西小川字相川地内 平浄水場、上野原浄水場 好間二号配水池

20 小川町上小川高崎地内 平浄水場、上野原浄水場 小川配水池

21 小川町福岡地内 平浄水場、上野原浄水場 福岡配水池

22 川前町川前竹下地内 川前浄水場 川前配水池

23 常磐湯本町笠井地内 上野原浄水場 日渡減圧弁

毎日水質検査測定場所一覧（北部地区）※●が測定箇所

番号 採　水　場　所 浄　水　場　名 水　系

1 桜ヶ丘四丁目地内 泉浄水場 湯長谷減圧弁

2 常磐藤原町二枚橋地内 泉浄水場 小幡ポンプ場

3 常磐上湯長谷町辰ノ口地内 泉浄水場 小野田調整池

4 渡辺町泉田字一町田地内 泉浄水場 5減圧弁

5 草木台四丁目地内 泉浄水場 草木台配水池

6 常磐藤原町田場坂地内 泉浄水場 藤原ポンプ場

7 小名浜花畑町地内 山玉浄水場、法田第2ポンプ場、泉浄水場 小名浜配水池

8 江名字南町地内 山玉浄水場、法田第2ポンプ場、泉浄水場 大沢配水池

9 泉町下川字大剣地内 山玉浄水場、法田第2ポンプ場 大剣配水池

10 中之作字大畑地内 山玉浄水場、法田第2ポンプ場 神白配水池

11 渡辺町上釜戸字瀬峰地内 山玉浄水場、法田第2ポンプ場 釜戸調整池

12 小名浜玉川町北地内 泉浄水場 泉配水池

13 錦町大島地内 法田第1ポンプ場 高倉配水池

14 勿来町九面鵜子地内 山玉浄水場、法田第2ポンプ場 四沢減圧弁

15 小浜町渚地内 山玉浄水場、法田第2ポンプ場 金山配水池

16 植田町本町一丁目 山玉浄水場、法田第2ポンプ場 東田減圧弁

17 山田町家ノ前地内 法田第2ポンプ場 法田高架タンク

18 川部町大平地内 山玉浄水場、法田第2ポンプ場 三沢減圧弁

19 田人町黒田字掛橋地内 旅人浄水場 黒田配水池

20 遠野町滝字東中山地内 上遠野浄水場 滝減圧弁

21 遠野町深山田沢繋地内 鷹ノ巣浄水場 鷹ノ巣減圧弁

22 遠野町根岸字下根岸地内 根岸浄水場 根岸配水池

23 遠野町深山田字仲内地内 鷹ノ巣浄水場 深山田ポンプ場

24 遠野町入遠野字前田地内 入遠野浄水場 入遠野配水池

25 遠野町根岸字橋場地内 入遠野浄水場 白坂配水池

毎日水質検査測定場所一覧（南部地区）※●が測定箇所

平成29年3月1日更新 
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所在地(地内) 名称 所在地(地内) 名称

1 平下平窪字寺前 小川江筋 20 原水 山田町西川原 法田ポンプ場

2 平下平窪中島町 夏井川 21 給水 佐糠町１丁目 佐糠

3 配水 平下平窪字寺前 平浄水場 22 原水 山田町西川原 法田ポンプ場

4 久之浜町末続鍋田 久ノ浜 23 給水 山田町家ノ前 家ノ前

5 平豊間字洞 豊間 24 原水 川前町川前字五林 五林川取水口

6 平・上野原浄水場 給水 小川町上小川高崎 平・上野原混合 25 給水 川前町川前字椚立 川前

7 原水 好間町上好間字大畑 好間川取水口 26 原水 田人町黒田字川崎 旅人浄水場

8 配水 好間町上好間字上野原 上野原浄水場 27 給水 田人町黒田字掛橋 田人

9 小島町２丁目 内郷 28 原水 遠野町滝字内城 鮫川取水口

10 常磐湯本町笠井 常磐 29 給水 遠野町滝字東中山 上遠野

11 原水 渡辺町田部岸 田部ポンプ場 30 原水 遠野町深山田字小石平 上遠野川取水口

12 配水 泉町六丁目 泉浄水場 31 給水 遠野町深山田字仲内 鷹ノ巣

13 小名浜玉川町北 玉川 32 原水 遠野町滝字椿坊 根岸浄水場

14 常磐上湯長谷町力石 湯本 33 給水 遠野町根岸字下根岸 根岸

15 江名字南町 泉･山玉･法田2混合 34 原水 遠野町入遠野字落合 入遠野川取水口

16 原水 山玉町脇川 四時川取水口 35 給水 遠野町根岸字白幡 入遠野

17 配水 山玉町脇川 山玉浄水場 36 四時ダム 原水 川部町大沢 四時ダム

18 勿来町関田西１丁目 関田 37 小玉ダム 原水 小川町高萩 小玉ダム

19 中之作字大畑 中之作  

給水

給水

給水

山玉浄水場

山玉浄水場・法田２ポンプ場 給水

泉浄水場

上野原浄水場

平浄水場

原水

      資料４　定期検査地点

毎月検査地点一覧

№ 浄水施設 区分
検査地点

№ 浄水施設
検査地点

区分

鷹ノ巣浄水場

根岸浄水場

入遠野浄水場

法田第１ポンプ場

法田第２ポンプ場

川前浄水場

旅人浄水場

上遠野浄水場

川 前 浄 水 場 

平浄水場 

上野原浄水

泉浄水場 

山玉浄水

法田第1ポンプ場 
法田第2ポンプ場 

鷹ノ巣浄水場 

入遠野浄水場 

上遠野浄水場 

旅人浄水場 

根岸浄水場 

◎水道局 

1 

3 

29 

37 

36 

32 

33 

34 

18 

30 

21 

26 

10 

22 

19 

20 

5 

14 

13 28 

15 

24 

16 

17 

6 

11 

12 

9 

7 8 

4 

23 

35 

31 

27 

25 

・・・給水 (18ヶ所) 

・・・原水 (15ヶ所) 

・・・配水 (4ヶ所) 

上 水 道 

簡易水道 

2 
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資料５⑴　水質基準項目とその検査頻度

原水（浄水場入口） 配水（浄水場出口） 給水（蛇口）

1 一般細菌 100 以下 １月に１回以上 12 12 12

2 大腸菌 １月に１回以上 12 12 12

3 カドミウム及びその化合物 0.003 mg/L以下
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

4 水銀及びその化合物 0.0005 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

5 セレン及びその化合物 0.01 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

6 鉛及びその化合物 0.01 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

7 ヒ素及びその化合物 0.01 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

8 六価クロム化合物 0.05 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

9 亜硝酸態窒素 0.04 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01 〃 ３月に１回以上 4 4 4

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

12 フッ素及びその化合物 0.8 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

13 ホウ素及びその化合物 1.0 〃 ３月に１回以上 4 4 4

14 四塩化炭素 0.002 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

15 1,4-ジオキサン 0.05 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

16
シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

0.04 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

17 ジクロロメタン 0.02 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

18 テトラクロロエチレン 0.01 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

19 トリクロロエチレン 0.01 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

20 ベンゼン 0.01 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

21 塩素酸 0.6 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
－ 4 4

22 クロロ酢酸 0.02 〃 ３月に１回以上 － 4 4

23 クロロホルム *1 0.06 〃 ３月に１回以上 － 4 4  (12)

24 ジクロロ酢酸 0.03 〃 ３月に１回以上 － 4 4

25 ジブロモクロロメタン *1 0.1 〃 ３月に１回以上 － 4 4  (12)

26 臭素酸 0.01 〃 ３月に１回以上 － 4 4

27 総トリハロメタン *1 0.1 〃 ３月に１回以上 － 4 4  (12)

28 トリクロロ酢酸 0.03 〃 ３月に１回以上 － 4 4

29 ブロモジクロロメタン *1 0.03 〃 ３月に１回以上 － 4 4  (12)

30 ブロモホルム *1 0.09 〃 ３月に１回以上 － 4 4  (12)

31 ホルムアルデヒド 0.08 〃 ３月に１回以上 － 4 4

32 亜鉛及びその化合物 1.0 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

33 アルミニウム及びその化合物 0.2 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

34 鉄及びその化合物 0.3 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

35 銅及びその化合物 1.0 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

36 ナトリウム及びその化合物 200 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

37 マンガン及びその化合物 0.05 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

38 塩化物イオン 200 〃 １月に１回以上 12 12 12

39 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

40 蒸発残留物 500 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

41 陰イオン界面活性剤 0.2 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

42 ジェオスミン *2 0.00001 〃
１月に１回以上

（藻類発生時期）
4 4 4

43 2-メチルイソボルネオール *2 0.00001 〃
１月に１回以上

（藻類発生時期）
4 4 4

44 非イオン界面活性剤 0.02 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

45 フェノール類 0.005 〃
３月に１回以上

（より回数減可能）
4 4 4

46 有機物（TOC） 3 〃 １月に１回以上 12 12 12

47 ｐＨ値 １月に１回以上 12 12 12

48 味 *3 １月に１回以上 - 12 12  (365)

49 臭気 *3 １月に１回以上 12 12 12  (365)

50 色度 5 度以下 １月に１回以上 12 12 12

51 濁度 2 〃 １月に１回以上 12 12 12

*1 河川表流水を原水とする水系の代表１地点の給水については、毎月の検査を行います。(年に12回)

*2 河川表流水地点について、藻類が発生する時期(６～９月)に検査を行います。

*3 定期検査箇所の他に、毎日検査(資料３)は別途に行います。(年に365回)

　検査頻度　　回／年
№

異常でないこと

基準値

検出されないこと

　5.8～8.6

異常でないこと

項  目 水道法の規定
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資料５⑵　水質基準項目の概要

1 一般細菌
清浄な水に少なく、汚れている水ほど多い傾向にあるので、飲料水の安全性を判断する指標のひとつです。
これが著しく増加した場合には、病原生物に汚染されている疑いがあります。

2 大腸菌 人、動物の腸管内に存在し、検出された場合は、病原生物に汚染されている疑いがあります。

3 カドミウム及びその化合物 鉱山廃水、工場廃水などに由来します。イタイタイ病の原因物質として知られています。 電池、メッキ、顔料

4 水銀及びその化合物 工場廃水、農薬などに由来します。有機水銀化合物は水俣病の原因物質として知られています。 温度計、医薬品、蛍光灯

5 セレン及びその化合物 鉱山廃水、工場廃水などに由来します。 半導体材料、顔料

6 鉛及びその化合物 鉱山廃水、工場廃水などに由来します。水道水からは、鉛管を使用している場合に検出されることがあります。 鉛管、蓄電池、ハンダ

7 ヒ素及びその化合物 地質の影響、鉱泉、鉱山廃水、工場廃水が河川水などに由来します。 半導体材料、顔料

8 六価クロム化合物 鉱山廃水、工場廃水に由来します。 メッキ

9 亜硝酸態窒素
肥料、腐敗した動植物、生活排水、下水などに由来します。
有機物が分解されるとアンモニア態窒素、亜硝酸態窒素を経て硝酸態窒素に変化します。

食品添加物

10 シアン化物イオン及び塩化シアン 自然水中にはほとんど含まれません。工場廃水流入した河川水などに由来します。 メッキ、顔料、害虫駆除剤

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素
肥料、腐敗した動植物、生活排水、下水などに由来します。高濃度で含まれると幼児にチアノーゼ症を起こすことがあり
ます。

無機肥料、火薬

12 フッ素及びその化合物
自然水中に多く含まれますが、温泉、工場廃水などに由来することもあります。
適量摂取は虫歯の予防効果がありますが、高濃度で摂取すると斑状歯になる場合があります。

表面処理剤

13 ホウ素及びその化合物 火山地域の地下水、温泉又は工場廃水などに由来します。 ガラス、陶器、ホウロウ

14 四塩化炭素 フロンガスの原料、塗料

15 1,4-ジオキサン 洗浄剤、溶剤

16
シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

溶剤

17 ジクロロメタン 塗料の剥離剤

18 テトラクロロエチレン

19 トリクロロエチレン

20 ベンゼン 染料、合成ゴム

21 塩素酸 消毒剤の分解により生成されます。

22 クロロ酢酸

23 クロロホルム

24 ジクロロ酢酸

25 ジブロモクロロメタン

26 臭素酸 原水中の臭素が高度浄水処理のオゾン、又は紫外線と反応して生成されます。

27 総トリハロメタン
原水中の有機物と消毒剤の塩素が反応して生成される23クロロホルム、25ジブロモクロロメタン、
29ブロモジクロロメタン、30ブロモホルムを称して総トリハロメタンといいます。

28 トリクロロ酢酸

29 ブロモジクロロメタン

30 ブロモホルム

31 ホルムアルデヒド

32 亜鉛及びその化合物 鉱山廃水又は工場廃水などに由来します。亜鉛メッキ鋼管から溶出することがあります。 トタン板、合金、乾電池

33 アルミニウム及びその化合物
土壌中に豊富に含まれる金属元素です。
工場廃水の混入又は浄水場の水処理に用いられる凝集剤に由来して検出されることがあります。

アルマイト製品、インク

34 鉄及びその化合物 鉱山廃水又は工場廃水などに由来します。高濃度になると不快な異臭味又は洗濯物が着色することがあります。 建設資材、水道管

35 銅及びその化合物 鉱山廃水又は工場廃水などに由来します。湯沸かし器に使われる銅管などから溶出することがあります。 メッキ、銅管

36 ナトリウム及びその化合物 味
自然中に広く存在します。工場廃水、海水、又は塩素処理などの水処理にも由来します。
高濃度になると味を損なう原因となります。

苛性ソーダ、医薬品、染料

37 マンガン及びその化合物 着色
主に地質に含まれていますが、鉱山廃水又は工場廃水などにも由来します。
消毒用の塩素で酸化されると黒く着色することがあります。

乾電池、ガラスの着色

38 塩化物イオン
自然中に広く存在します。海水、下水、生活廃水、又は工場廃水にも由来します。
高濃度になると味を損なう原因となります。

39 カルシウム、マグネシウム等（硬度）
主に地質に由来します。硬度が低い（軟水）と癖のない味となり、高い（硬水）と好き嫌いがでます。
硬度が高いと石鹸の泡立ちを悪くします。

40 蒸発残留物
水を蒸発させたときに残る残渣のことで、主な成分はミネラルです。
残留物が多いと苦味、渋みなどがしますが、適度に含まれるとまろやかさを出すといわれています。

41 陰イオン界面活性剤 発泡 生活廃水又は工場廃水などに関係します。高濃度になると泡立ちの原因になります。 洗剤

42 ジェオスミン

43 2-メチルイソボルネオール

44 非イオン界面活性剤 発泡 生活廃水又は工場廃水などに関係します。高濃度になると泡立ちの原因になります。 洗剤

45 フェノール類 臭気 工場廃水などに由来します。微量で消毒用塩素と反応し、異臭味の原因になります。 消毒剤、防腐剤、合成樹脂

46 有機物（TOC） 味
水中に含まれる有機物量の指標です。下水、工場廃水の混入により増加することがあります。
水道水中に多いと苦味、渋みをつけます。

47 ｐＨ値
中性はｐＨ７で、値が大きくなるほどアルカリ性が強くなり、小さくなるほど酸性が強くなります。
水道施設の腐食に関係しています。

48 味

49 臭気

50 色度 水についている色の程度を示します。水質の異常を知らせる指標のひとつです。

51 濁度
水の濁りの程度を示します。河川水では降雨などの影響で値が変動することがあります。
水質の異常を知らせる指標のひとつです。

№ 項  目 区 分 説  明 主な事業用途

病原生
物

の指標

無機物

一般
有機物

化学合成原料、溶剤、金属の脱脂剤、又は塗料などに使用され、地下水汚染物質として知られています。

ドライクリーニングの洗浄剤

基礎的
性状

不純物の存在又は微生物の発生の指標となります。

消毒副
生成物

原水中の一部の有機物と消毒剤の塩素が反応して生成されます。

原水中の一部の有機物と消毒剤の塩素が反応して生成されます。

着色

味

カビ臭
湖沼又は汚濁の進行した河川の停滞水域などで繁殖する植物プランクトン又は放線菌によって産生されます。
カビ臭の原因物質です。

Ⅳ-14



資料６⑴　水質管理目標設定項目の検査頻度

原水（浄水場入口） 配水（浄水場出口） 給水（蛇口）

1 アンチモン及びその化合物 0.02 mg/L以下 4 4 4

2 ウラン及びその化合物 0.002 〃 (暫定) 4 4 4

3 ニッケル及びその化合物 0.02 mg/L以下 4 4 4

4 1,2-ジクロロエタン 0.004 〃 4 4 4

5 トルエン 0.4 〃 4 4 4

6 フタル酸ジ（２－エチルヘキシル） 0.08 〃 4 4 4

7 亜塩素酸 *1 0.6 〃 － － －

8 二酸化塩素 *1 0.6 〃 － － －

9 ジクロロアセトニトリル 0.01 〃 (暫定) － 4 4

10 抱水クロラール 0.02 〃 (暫定) － 4 4

11 農薬類 *2 2 － 2

12 残留塩素 *3 1.0 mg/L以下 － 12 12  (365)

13 カルシウム、マグネシウム等（硬度） *5 4 4 4

14 マンガン及びその化合物 *5 0.01 mg/L以下 4 4 4

15 遊離炭酸 *4 20 〃 4 4 4

16 1,1,1-トリクロロエタン 0.3 〃 4 4 4

17 メチル-t-ブチルエーテル 0.02 〃 4 4 4

18 有機物等（過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ消費量） 3 〃 2 2 2

19 臭気強度（TON) 3 以下 4 4 4

20 蒸発残留物 *5 4 4 4

21 濁度 *5 1 度以下 12 12 12

22 ｐＨ値 *5 7.5 程度 12 12 12

23 腐食性（ランゲリア指数） － 4 4

24 従属栄養細菌 (暫定) － 4 4

25 1,1-ジクロロエチレン 0.1 mg/L以下 4 4 4

26 アルミニウム及びその化合物 *5 0.1 〃 4 4 4

*1 消毒剤である二酸化塩素を使用した場合の物質であるので該当しません。

*2 農薬の散布時期に合わせて検査を行います。原水と各浄水場水系の代表１地点の給水を検査します。

*3 定期検査と毎日検査地点(年に365回)(資料３)で検査します。

*4 原水が地下水又は湧水の場合に検査を行います。

　検査頻度　　回／年
№ 項  目

厚生労働省
の要請

1mL中の集落
数

が2,000以下

目標値

検出値と目標値の
比の和として、1以下

10mg/L以上
100mg/L以下

30mg/L以上
200mg/L以下

「-1以上極力0
に近づける」

基準項目に
準じて実施
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資料６⑵　水質管理目標設定項目の概要

1 アンチモン及びその化合物 鉱山廃水又は工場廃水などに由来します。 半導体材料、蓄電池

2 ウラン及びその化合物
主に地盤又は海水中に微量に分布していますが、鉱山廃水などにも由来します。
天然に存在する放射性物質の一つです。

核燃料

3 ニッケル及びその化合物 鉱山廃水又は工場廃水などに由来します。また、配水管の腐食による汚染の場合もあります。 合金、メッキ、電池

4 1,2-ジクロロエタン 塩化ビニル、殺虫剤

5 トルエン 染料、香料、火薬

6 フタル酸ジ（２－エチルヘキシル） プラスチック添加剤

7 亜塩素酸
消毒副
生成物

8 二酸化塩素 消毒剤 消毒剤(酸化剤)

9 ジクロロアセトニトリル

10 抱水クロラール

11 農薬類 農薬類 殺虫剤又は除草剤として使用される農薬のうち、厚生労働省より示された項目について検査を行います。 殺虫剤、除草剤

12 残留塩素 臭気
水道水の消毒効果を保つため塩素濃度を0.1mg/L以上確保することとされていますが、
同時に味と臭気を損なわないために1mg/L以下となることを目標としています。

13 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 味
主に地質に由来します。硬度が低い（軟水）と癖のない味となり、高い（硬水）と好き嫌いがでます。
硬度が高いと石鹸の泡立ちを悪くします。

14 マンガン及びその化合物 着色
主に地質に由来していますが、鉱山廃水又は工場廃水などにも由来します。
消毒用の塩素で酸化されると黒く着色することがあります。

乾電池、ガラスの着色

15 遊離炭酸 味
まろやかさのある味を与える水中の炭酸ガスです。
高すぎると刺激のある味になり、水道施設に対しても腐食を促進させます。

16 1,1,1-トリクロロエタン ドライクリーニングの洗浄剤

17 メチル-t-ブチルエーテル ガソリン添加剤

18 有機物等（過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ消費量） 味
水中の有機物量の指標です。新たな測定法としてTOC法(水質基準項目45)が用いられていますが、
相関を確認するために引き続き管理目標設定項目として測定しています。

19 臭気強度（TON) 臭気
水の臭いの強さを人の嗅覚により判断するものです。
水道水の場合には、残留塩素の臭いを除去した後に測定を行います。

20 蒸発残留物 味
水を蒸発させたときに残る残渣のことで、主な成分はミネラルです。
残留物が多いと苦味や渋みなどがしますが、適度に含まれるとまろやかさを出すといわれています。

21 濁度 基礎的正状
水の濁りの程度を示します。河川水では降雨などの影響で値が変動することがあります。
水質の異常を知らせる指標のひとつです。

22 ｐＨ値
中性はｐＨ７で、値が大きくなるほどアルカリ性が強くなり、
小さくなるほど酸性が強くなります。水道施設の腐食に関係しています。

23 腐食性（ランゲリア指数） 金属の溶かしやすさを表します。測定値が負に大きいほど、水道施設に対して腐食を促進させます。

24 従属栄養細菌
清浄な状態

の指標
自然界に存在する多様な細菌が、水道水中にどの程度いるかを培養し測定します。
水道水の健全性の指標として用いられます。

25 1,1-ジクロロエチレン 一般有機物 化学合成原料などに使用されます。地下水汚染物質として知られています。 塩化ビニル

26 アルミニウム及びその化合物 着色
土壌中に豊富に含まれる金属元素です。工場廃水の混入又は浄水場の水処理に用いられる凝集剤に由来しま
す。

アルマイト製品、インク

主な事業用途

臭気 鉱山廃水又は工場廃水などに由来します。高濃度になると不快な異臭味の原因となります。

腐食

消毒副
生成物

原水中の一部の有機物と消毒剤の塩素が反応して生成されます。

一般
有機物

化学合成原料、溶剤又は塗料などに使用され、地下水汚染物質として知られています。

浄水過程において、二酸化塩素を消毒剤として利用した場合に、その副生成物として亜塩素酸が生成され、
当水道局では二酸化塩素を消毒剤として用いていません。

№ 項  目 区 分 説  明

無機物
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　　資料7 クリプトスポリジウム等のリスクレベル

汚染の判断 施設整備 検査頻度 市の検査 市の浄水場

<レベル４>  水質検査計画に基 指標菌検査 平浄水場

 地表水が原水で指標 濁度0.1度以下に づき、適切な頻度で 原水年２回 上野原浄水場

菌が検出された施設 維持できるろ過 原水のクリプト及び ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ等検査 泉浄水場

設備 指標菌を検査する。 原水年２回 山玉浄水場

　ただし、除去又は 川前浄水場

不活化施設整備中 上遠野浄水場

は原水のクリプトを 鷹ノ巣浄水場

３月に１回以上、指 入遠野浄水場

標菌を月1回以上

検査する。 　　計８箇所

<レベル３> 指標菌検査 法田第１ポンプ場

　地表水以外が原水 　濁度0.1度以下に 原水年12回 法田第２ポンプ場

で指標菌が検出され 維持できるろ過設 ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ等検査

た施設 備又は紫外線処理 原水年２回 　　計２箇所

設備

<レベル２> 　原水の指標菌を 指標菌検査 根岸浄水場

地表水が混入しない ３月に１回以上検査 原水年12回 旅人浄水場

被圧地下水以外が原 する。 ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ等検査

水で指標菌が検出さ 原水年２回

れない施設

　　計２箇所

<レベル１> 原水の大腸菌、ﾄﾘｸ 指標菌検査

地表水が混入しない ﾛﾛｴﾁﾚﾝ等を年１回 原水年12回 　

被圧地下水のみが原 検査し、地表からの ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ等検査

水で指標菌が検出さ 混入の有無を確認 原水年２回

れない施設 する。 該当なし

国の規定 市の検査計画

－

－
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資料８⑴　感染症対策、ダイオキシン類、その他検査の検査頻度

原水（浄水場入口） 配水（浄水場出口） 給水（蛇口）

1 ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ・ジアルジア *1 - 2又は4 － －

2
ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ指標菌
(大腸菌、嫌気性芽胞菌)

*2 - 2又は12 － －

3 ダイオキシン類（委託） pg/L 1 1 －

4 電気伝導率 μS/cm 12 12 12

5 ＢＯＤ mg/L 4 － －

6 ＣＯＤ 〃 4 － －

7 硫酸イオン 〃 4 4 4

8 モリブデン 〃 4 4 4

9 アルカリ度 〃 4 4 4

10 酸度 *3 〃 － 4 4

11 カルシウム硬度 〃 4 4 4

12 キシレン 〃 4 4 4

13 浮遊物質(SS) 〃 4 － －

14 総窒素 〃 4 － －

15 総リン 〃 4 － －

16 アンモニア態窒素 〃 4 － －

*1 法田第一及び第二ポンプ場については、年4回、その他については年2回検査を行います。

*2 地下水又は湧水を原水とする浄水場の原水については、毎月の検査を行います。(年に12回)

*3 地下水又は湧水を原水とする地点について検査を行います。

　検査頻度　　回／年厚生労働省
の要請

レベルに
応じて実施
（資料７）

　

№ 項  目 単位
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資料８⑵　感染症対策、ダイオキシン類、その他検査の概要

1 ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ・ジアルジア 病原生物 耐塩素性の病原生物であるため、ろ過設備のない浄水施設の原水と水道水中に存在しないことを確認します。

2
ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ指標菌
(大腸菌、嫌気性芽胞菌)

病原生物の指標
クリプトスポリジウムとジアルジアの存在を判断する指標のひとつです。
これが増加した場合には、病原生物に汚染されている疑いがあります。

3 ダイオキシン類（委託） ダイオキシン類
ごみの焼却処分又は製品製造の際に副生成物として発生し、自然界でほとんど分解されることない成分です。
発がん性などが指摘されています。

4 電気伝導率
水の電気の通しやすさを示し、測定値が大きいほど不純物を多く溶かしていることがわかります。
水質の異常を知らせる指標のひとつです。

5 ＢＯＤ
微生物が水中の有機物を分解するのに必要とした酸素量を示します。
水質の異常を知らせる指標のひとつです。

6 ＣＯＤ
試薬(酸化剤)が水中の有機物を分解するのに必要とした酸素量を示します。
水質の異常を知らせる指標のひとつで、BODを補完するものです。

7 硫酸イオン
ほとんどの自然水中に含まれます。工場廃水などにも由来します。
高濃度の場合、鉄管などの腐食を促進させます。

肥料、医薬品

8 モリブデン 鉱泉、鉱山廃水又は工場廃水が河川水などに由来します。 合金、触媒

9 アルカリ度
水の酸に対する緩衝能力(酸を加えられてもpHの変動を抑える働き)です。
アルカリ度が低くなると、pHが低下しはじめます。

10 酸度
水のアルカリに対する緩衝能力(アルカリを加えられてもpHの変動を抑える働き)です。
酸度が低くなると、pHが上昇しはじめます。

11 カルシウム硬度 味 総硬度(カルシウムとマグネシウムの硬度の合計)のうち、カルシウムのみの硬度を表します。

12 キシレン 一般有機物 化学合成原料、農薬、塗料などに使用され、地下水汚染物質として知られています。 顔料、医薬品

13 浮遊物質(SS) 基礎的性状 水に溶けない不純物の量です。水の濁り具合を示します。

14 総窒素
様ざまな形態で存在する窒素化合物中の窒素の量です。
自然界に多量にあり、肥料、生物の死骸、糞尿、工場排水などからも排出されます。

15 総リン
様ざまな形態で存在するリン化合物中のリンの量です。
自然界に多量にあり、工場排水、生活排水、農業排水などからも排出されます。

16 アンモニア態窒素
肥料、生物の死骸又は糞尿などが腐敗・分解されアンモニア態窒素となります。
水質の異常を知らせる指標のひとつです。

　 　
　 　

　 　
　 　

無機物

基礎的性状

無機物

主な事業用途№ 項  目 区 分 説  明

基礎的性状
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資料９　放射性物質の検査頻度

検査種類

① ②

放射性ヨウ素131 - － 156 52 －

放射性セシウム134 － 156 52 －

放射性セシウム137 － 156 52 －

放射性ヨウ素131 - 12 12

放射性セシウム134 12 12

放射性セシウム137 12 12

放射性ヨウ素131 - - 4 (※) -

放射性セシウム134 - 4 (※) -

放射性セシウム137 - 4 (※) -

　①　平浄水場、上野原浄水場、泉浄水場、山玉浄水場、法田第二ポンプ場、川前浄水場、入遠野浄水場、鷹ノ巣浄水場及び根岸浄水場

　②　法田第一ポンプ場、旅人浄水場及び上遠野浄水場

　検査頻度　　回／年

合計10Bq/kg以下

12

12

原水（浄水場入口）

配水（浄水場出口）

給水（蛇口）

福島県飲料水の放射性
物質モニタリング検査実
施計画に基づく検査

県の計画
（国の方針）

週に３回又は１回
（当初週に１回以上～
原則月に１回以上～

３月に１回以上に減少可）

原水は年４回
（表流水等原水は検査）

なし
（都道府県が実施）合計10Bq/kg以下

項  目 管理目標値

合計10Bq/kg以下

12

　（※）３ヶ月濃縮による水道水による検査については、平浄水場及び山玉浄水場について年４回検査を行います。

３ヶ月分濃縮による水道
水検査

原水、配水及び給水栓
の毎月検査
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